	会議の名称
	令和２年度　第２回胎内市地域包括支援センター運営協議会

	日　時
	令和3年3月24日
	会　場
	市役所 大会議室

	１　開会あいさつ
　部会長…コロナの1年　振り返ると大きな出来事なく過ごした。感染は拡大傾向の印象。
　　　　　　　ワクチンができない中でどう包括支援を運営していくか。
新しい時代、新たな取り組みをしていくことになる。
　課長…ワクチン接種に関して、市民の関心が高い。今後の見通しをお伝えする。
　　　　　介護保険料についても、第8期となり、現在より550円（９％）アップとなる。4月1日号にチラシを入れ、周知していく予定。
２　議題
（1） 令和3年度胎内市地域包括支援センター運営方針（案）について
　●成年後見制度について　利用者数の伸び悩みがあるようだが、現状が分かれば教えてほしい
　　　　　　→相談件数でみると大きな変化はないが。
　　　　　　　　後見が必要な状況でも発見できない場合がある。必要な人が声を出せない人もいあるのではないかと思う。早期発見に取り組む必要がある。利用支援事業もあるが、もう少し幅を広げても、と言われている。皆さんの意見でより良い方法に再検討していく。
（2） 令和3年度地域支援事業実施計画（案）について（
　●見守り事業の中で、小・中・高での認知症サポーター養成講座の開催がある。自殺予防事業でＳＯＳの取り組みを学校でやっていきたいが、実現できていないので悩んでいる。包括と一緒にやっていくのはどうか。
　　　　→令和元年度はコロナ禍であり思うように講座が開催できない学校もあった。今後も働きかけていく予定。働きかけをしていくことが大事。

　●令和2年度専門職向けの研修で、高齢者の鬱に関して、宮本先生の研修会を実施。80代で同居　　　　　　　
　　　　家族がいても自殺するケースもあった。今後も、協力して研修会等を実施していきたい。
　　　　ケアマネや包括にも知っていただき、ちょっと変、という高齢者への声かけを関心持ってやっていただきたい。
　　　　→今年度同様一緒にやっていきたい。包括の訪問等で発見、対応していきたい。

（２）令和3年度地域包括支援センター事業実施計画（案）について
　●8050問題で、50歳代の人に対しての介入については、どうしていけばいいのでしょうか。
　　　　→様々な相談ルートがある。個別の関りで関わっている人がいれば連携を図っていく。

　●近所に、８０歳代の一人暮らしの人が多くなっている。多くおかずを作ったときにおすそ分けで持っていく。その際に、体調を聞くと、心臓が悪いが子供は遠いしと言われる。市のサービスのセコムを導入できた人もいて、知らない方も多いことを感じている。
　　　　　　　→地域の力が大事。ありがとうございます。
（3） 令和2年度在宅医療・介護連携推進事業の報告
（4） 第７期介護保険事業計画における「自立支援・介護予防又は重度化防止に関する取組と目標」の報告
（5） 介護予防支援業務を再委託できる指定居宅介護支援事業所の指定について→承認












